
手話通訳
あり

しゅ わ つう やく

会場：あしや夢リアホール 遠賀郡芦屋 町大字芦屋3540番地
ゆめかい じょう

おん  が  ぐん あし  や  まち おおあざ あし  や ばん   ち

参加申込
不要

さん か

ふ よう

もう し こみ

入場
無料

にゅう　　　じょう

む 　　　　りょう

と あ

問い合わせ
主催：芦屋町、芦屋町教育委員会、芦屋町人権・同和教育研究協議会
しゅ  さい あし   や   まち あし     や    まち きょう いく     い      いん   かい あし     や    まち   じん   けん どう        わ    きょう いく     けん きゅうきょう   ぎ     かい

芦屋町教育委員会生涯学習課  ☎(093) 223 -3546
あし や まち きょう いく い いん かい しょう がい がく しゅう か

たい    しょう    ねん     れい か

がつ たち かようび

げつ み   しゅう    がく　   じ

てい      いん にん

定員5人

対象年齢：6カ月-未就学児

要予約 7月1日(火)まで
よう       よ        やく

月7 4日（金）18時30分～20時
(開場：18時)

2025年
ねん がつ か きんようび

かい じょう じ

じ ぷん じ

託児あり
たく じ

令和 7 年度福岡県同和問題啓発強調月間
れい わ ねん ど ふく おか けん どう わ もん だい けい はつ きょうちょう げっ かん

芦屋町人権 講演会
あし や まち じん けん こう えん かい

もう どう けん わら とど

かつら ぶん たはなし か

ちゅう と しつ めい の こ

~ 中途失明を乗り越えて ~

盲導犬ユウゴと笑いを届ける
噺家「桂 文太」

桂　文太
かつら ぶん た

　1952年7月10日生まれ。京都市立紫野高等学校卒

業後、1971年3月3日に三代目桂小文枝（後の五代目、

桂文枝）に、三枝（六代、文枝）、きん枝(四代目、小文枝)、

文珍の「桂3兄弟」に次ぎ、弟子入り。地道に高座を務

めていたが、視野が欠けるなどの自覚があり、網膜色

素変性症と診断され、50歳の時に光を失う。現在は

盲導犬の勇吾と共に、各地の落語会・講演会に出演し

笑いを届けている。
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※バス停にシャトルバスの臨時表記をしていますので、ご注意ください。
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　福岡県では、７月を「同和問題啓発強調

月間」と定め、県下一斉に部落差別をなくし、

一人一人の人権が大切にされる明るい社会を

築くために、県民挙げての啓発活動に取り組

んでいます。

　同和問題とは、日本固有の問題で、特定

の地域出身者や、特定の地域に住んでいる

ことを理由に、就職や結婚などで差別を

受けることです。

　この問題を解決するため、県や各市町村

では、積極的に啓発活動を実施してきました。

　しかし、すべての人の差別意識解消には

至っていません。高度情報化を背景に、イン

ターネットを使った悪質な差別事象などが

後を絶たないのが現状なのです。

　私たち一人一人が、この問題を正しく理

解し、自分自身の問題として積極的に考えるこ

とが大切です。

　この機会にみなさんも人権問題や同和問題

について考えてみましょう。

7月は 福 岡県同和問題啓発強調月間
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「福岡県同和教育基本方針」策定

「福岡県同和問題啓発強調月間」創設
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 県民意識調査」実施

「福岡県人権教育・啓発基本指針」策定
　（平成 30 年（2018 年）改定）
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